
 

 

 

 

 

 

 

今、Chatgptが話題になっています。文部科学省も Chatgptの教育現場での利用について検討を

始めるといったこともニュースに流れていました。そこで、Chatgptってどんなものかと試しに使

ってみました。Chatgptと私のやりとりです。 

 

章：コミュニティ・スクールって何？ 

Ch：コミュニティ・スクールとは、学校を地域社会の中心に位置づけ、学校と地域の間で協働

し、学生や地域住民のための様々なサービスやプログラムを提供する教育プログラムのこと

です。 

コミュニティ・スクールの目的は、学生の学力向上や社会参加能力の向上、地域の発展や社

会問題の解決など、学校と地域が協力して共通の目標を達成することです。具体的には、学

生や地域住民に対して、アフタースクールプログラム、文化活動、スポーツ活動、職業訓

練、健康管理、家庭教育支援などのプログラムを提供することがあります。 

また、コミュニティ・スクールには、学校と地域のパートナーシップを強化するためのメカ

ニズムがあります。地域住民や企業、非営利団体、官公庁などが、学校の運営やプログラム

の実施に参加し、学校と地域の協力関係を構築しています。 

 

章：コミュニティ・スクールの説明スライドを５枚で 

Ch： 

Slide1:コミュニティ・スクールとは？ 

コミュニティ・スクールは、地域のニーズに合わせた教育サービスを提供する学校のこ 

とです。 

学校が単に知識を提供する場所ではなく、地域の中心的な存在として、様々な問題に取 

り組む場所となります。 

Slide2:コミュニティ・スクールの特徴 

教育サービスに加え、保健サービス、社会福祉、文化活動、職業訓練など、地域に必要 

なサービスを提供することができます。 

保護者や地域住民が学校に参加しやすい仕組みを作ることで、地域と学校が連携しやす 

くなります。 

Slide3:コミュニティ・スクールのメリット 

地域のニーズに合わせた教育サービスを提供することで生徒の学びの質が向上します。 

学校と地域との協力関係が築かれ、地域全体がより良い場所になる可能性があります。 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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ChatGptってすごい！！ 



Slide4:コミュニティ・スクールの成功例 

メリーランド州のコミュニティ・スクールは、地域の高い失業率に対応して、学生や地 

域住民に職業訓練や就職支援を提供しました。 

オクラホマ州のコミュニティ・スクールは、低所得層の子どもたちに対して、学校で食 

事や保健サービスを提供し、健康的な環境を整えることで学力向上につなげました。 

Slide5:コミュニティ・スクールの未来 

コミュニティ・スクールの需要は今後も高まると考えられます。 

地域のニーズに合わせた教育サービスを提供することで、生徒の学びの質が向上し、地 

域全体がより良い場所になる可能性があります。 

    

ご覧になられていかがでしょうか？コミュニティ・スクールが進んでいるアメリカの例も取り

上げて説明され、日本のシステムとは若干違いがありますが、スライドをつくるにあたってのた

たき台となるものが一瞬にして出来上がります。 

 こんなことも聞いてみました。 

 

章：算数での割合の導入をスライド３枚で 

Ch：スライド 1：タイトル：算数の割合の導入 

画像：一般的な割合の表現（分数やパーセントの例） 

本文：みなさん、こんにちは。今日は「割合の導入」についてお話しします。割合とは、 

一つの量を別の量に対して表したものです。一般的に、割合は分数やパーセントで 

表現されますが、割合では、比率という形で表現されます。 

スライド 2：タイトル：算数割合とは何ですか？ 

画像：比率の例（例えば、リンゴとオレンジの比率が 3:2） 

本文：算数割合は、比率のことです。比率とは、2つの量の大きさの関係を表すものです。 

例えば、リンゴとオレンジの比率が 3:2であれば、3個のリンゴに対して 2個のオレ 

ンジがあることを表します。算数割合を理解することで、日常生活での割合の扱い 

がより簡単になります。 

スライド 3：タイトル：算数割合の例 

画像：10個のリンゴと 5個のオレンジの割合を示す図 

本文：最後に、算数割合の例を見てみましょう。たとえば、10個のリンゴと 5個のオレン 

ジがあった場合、その割合を算数割合で表現すると、10:5となります。この割合を 

簡単にすると、2:1となります。つまり、リンゴはオレンジの 2倍あるということで 

す。 

このように、割合を使うことで、割合の扱いがより直感的になります。 

 

  Chatgptが答えるのをみていた指導主事が、「考えなくなってしまうのでは」といった投げかけ

をしてくれました。できるできないではなく、好きか嫌いかではなく、受け入れられるか受け入

れられないかに関係なく、2045年頃に起こると言われていたシンギュラリティは確実に速まって

います。まず、体験してみて、感想等からでも対話することが必要だと感じます。それが社会を

巻き込んだ、未来に向けての対話の一歩になっていくと考えます。 

（文責：北本） 


